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令和元年１０月２日（水）no.1９ 文責：上田 
 

  秋の気配 じっくり計画的に 

『産山村 家庭学習の手引き（第２版）』の活用を 

 秋本番。朝夕はひんやり、夕焼けの空にうろこ雲も見られます。今年は冷夏で西

日本の稲の作況は「やや不良」との報道もあっていますが。 

 学園の１０月は１学期末で１年の折り返しの時期でもあります。学級目標や個人

目標を振り返り、実りの秋を学校生活でも感じてほしいと思います。仲間と互いの

成長を認め合い、課題は課題としてさらに進取の気持ちを忘れることなく学習はも

ちろん様々なことにチャレンジしてほしいと願っています。部活動や英語暗唱、音

楽会、駅伝大会等も、自分を表現できる大切な機会です。計画を立てメリハリのあ

る生活、健康な生活をご家庭とも歩調をそろえ取り組みたいところです。 

 さて、産山村では『家庭学習の手引き（第２版）』を年度初めに各家庭に配付して

います。この機に、子どもの家庭学習はどうか、振り返ってみる意味でも活用をお

願いします。９月に全国学力・学習状況調査（４月６・９年生対象）の結果が届き、

学校・教育委員会でその考察を行っていますが、質問紙調査「Ｑ１８学校の授業時

間以外、普段１日あたりどれくらいの時間勉強（またはＱ１９読書）していますか」

で、県あるいは全国と比べ短いという児童生徒が多くいます。『家庭学習の手引き（第

２版）』では「家庭学習の３つのポイント」その①で、前期には「学習の土台を築く

（１・２年）」「規則正しい生活の再確認と見直し（３・４年）」「今一度、基本的な生

活習慣の見直し！（５・６年）」、後期には「予習・復習の習慣を身につける（７・８

年）」「めざす進路を具体的に決め、計画を立てる！（９年）」といずれも“習慣化”

の大切さが示されています。まさに“継続は力なり”です。自主学習と宿題の違いに

ついては私なりにまとめ、裏面に掲載しています。自主学習ノート例とともに、是

非、ご一読ください。 

 『家庭学習の手引き（第２版）』が家族の誰もが目にする所におかれることも効果

があると思います。子どもの学年のページだけでも再読いただくよう重ねてお願い

します。 
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